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作 物 の 大 気 汚 染 被 害 の 発 生 機 構 に
関 す る生 理 的 研 究
員'i4搬 作物の種類に よる二酸化硫黄被害 の差異,
特 に薬餌級 におけ る硫酸酸性化 について
馬 場 赴*･ 酒 井 慎 吾 **
既組の研究て,イ不 ･ム Fー等について,Il.壊水分 ･栄舶条件 ･品種などJi-1似こする嚇合
の二酸化硫掛 こよる被て斡ま気孔の開度,非の組織汁液の Eh.pHのli下などと締按な関係
のあることを明らかにした (馬脇 ･酒井 1975,1976a).本研究では,作物の唖燐を典に
する場斜こついて,これらの点を明らかにするために実験を行なった.
また,二相化硫虎はガスとして気孔を通して的物体に侵入L被害を与えるとともに,水
に溶けてi)用己轍 ミス トや硫懐 ミス トとなり,さらに酸性雨となって植物体に激賛を及ぼす
といわれる (谷山 1972,笠原ら 1972,牧野ら 1976,Ferenbauch1976).
さらに帝京近郊で,晴天時に発生Lやすい光化学スモッグは,オキシタン トと硫惚 ミス
トとの視合汚染であるといわ,いている (山添 1973,1975).また,'rIJ犬時に見られる慨性
の両 (pH3-4)の主成分の一つは硫恨であるとされている (山添 1975).
したがって本研究では,亜仇恨および硫酸の水溶液の重商l散布およびこれら水溶液-の
其の出藍を行なった場合の作物の柾掛 こよる故rii7･の差異をしらべるとともに,その二酸化
統裁のガス被害との関孫についても実験を行なった.
木lJF光に当り有溢な助言や援助を頂いた山添文緋.太田保夫,谷山鉄肺 中村 柘および河崎利夫
のTlE帖-i:に深謝するとともに,尖鮫に払力した田辺箆代子,-'1'=阿草の両氏に感.射する.
実 験 方 法
粟畝は 1974年僻～秋にわたり硝子室内で行なった.実験材料は, 小型71ラスナノクポ
ットまたは直1'lE7cm のビニールホットに.水川上盤 (容Liで土成の 1/3のど- トを混合
した土壌)をつめ,これに稀概して育てた,播種後40-60日の作物である.
供試作物は,タイ コソ (糞ILSLu<一千生),カブ (金町小熊),ソJl'(l仙Il在来種),クイズ (輿
原早生),フダンソウ(岡山在来種), トウモT]コシ(lTr州),ソルゴー(MiniMlo54BR,
USAFl碓柾), トマ ト(米寿 1号), アサガす (ムラサキ),イソゲソ (山城揖土産.iZ),
サントウサイ (岡lLJ在来種),イネ (ヤマピコ)である.
SO之ガス処理装位は,既租と同じである (馬場 ･酒井 1976a).
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菜の組織汁液の酸化還元制立 (Eh),pHの測定法, 浸潤法による気孔開度測定法,単
位嚢両税当歳散鼠,SO2ガスによる典の被苫水面机の調鹿法もいずれも既報と同じである
(鳩切 ･酒井 1975,1976a).
埴輪蝦溶液および硫憶断液は,廿定の pH(l!iの水溶液をつくって,これを哨腸器で葉蘭
に倣和するか.これら水溶液に炎を日仏するかの2つの方法をとった.浸漬時rEuは,夕刻
16時から翌朝8-10時までの 16-18時間である.
嚢の披書の調香に ついては,SO2ガスの場合には,4個体の頂糞から節 2,3,4頻につ
き,それぞれ 1枚の兼の薬店脚 こ対する変色 (白化)姓悪果画畝の%を調査し,その平均
値を求めた.噛航恨溶液および硫恨溶液浸漬による被富央軸'根%の切合も3個体の伯楽か
ら第 2,3並につき,1枚の基の面柚 こ対する壊死変色した 被害兼面前の%を調査し,そ
の平均値を求めた.
実 験 結 果
1.作物の種類を異にする場合の亜硫酸ガス処理が 気孔開度, 葉の組織汁液の Eh,pH
に及ほす影響とその葉面被害との関係
5月30Etに SO2力､ス処理を行なった. カス処牡dlJ-の気孔踊度,ガス処理前後の梨の飢
餓汁液の EhとpH(葉の EhとpH)およびカス処理 2日後の被害典面も.f%を求めた (第
l図).
気孔開度の測定には,浸潤法を用
いた.この方法を作物の種姓はiTtに
する場合に利用することにHlj越があ
るのではないかと思ったが,第 1L頚
のように作物間においても,浸潤法
で求めた気孔開度 (浸潤指数)と草
紅葉面俄当茄放免とのrhL]に有志の正
の相関があることがわかったので,
本研究でもこの方法を用いた.
なおガス処理条 件は SO2処匙酸
度が 10ppm.処理時間 30分,照度
2万ルックス,温度-25-26-C,混度
70-80%である.
Jjj畝の結架i蛸;1表のように,葉
rnEhoおよび pHは ガス処理山後
据しく低 Fしたが,処理2日後には
円こび上昇した.
ガス処鞄前1.,･よびガス処理 (終J')
は韓接な朋係が 認められなかったが,
2 3 4
'て礼 制 度 (敦利府だH
a<iJl凶 太孔Lil'-j皮と鹿hJ藤他誌とのt姻族
(江) 0内の番号は約1E1,の作物Wrぢ･
直後の共の Eh8とSO之ガス被平薬面積% との 間に
ガス処刑に よ る Eh6の低下 (ArA2)とSO2枚恕
葉l山もL1%との日"Llには有意の止の棚幽LkJ徐がU,TJ.A:'L-'れた (,:1'JT2卜tf).
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第1誌…SO2ガ ス処掛 こよる 鹿の足し払汁液のEh6とpHの射 ヒ
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:113卜zJ 牡の机純ナl椴のpHとSOtガス池川㌧こ⊥/J紗.吋とのr.N-,Yi
(71i) O l)lの邦rりは塀1上と叫′卜物Lril,i
また,ガス処理前およびガス処俳 (終了)術後の pHとSO2熊惣菜面i't1%との問には関
係が認められなかったが, ガス処理によるpHの低TとSO2被l鼻薬面机% との間には有
忠のITの相榊Lq係が認められた (約3J瑚).
さらにまた,ガス地相iTJlの/^'L孔脚空(ti和 行蓑),('juLHLj度)/(カス処刑l.JiJのEh6)ふよ
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?劫2表 作物の雌敗にわけ7JjはLl)uJ&,Ei'･liTu'打i当必批LHa･よびSO2披苫の左艶
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(tL)O内の･ln'1-は･:打1点の作物Wrr,3･
ひ(兄孔例度)/(ガス処胤前の pH)とSO2ガス礼讃放血机%とのn'liこ, 有恋の 正の相関
凶係が認められた (第 2襲.1'X,T4倒).
2･作物の種類を異にする場合の葉の 硫酸溶液渡瀬処理が葉の組織汁液の pIIに及はす
影響ならびにその葉面被害との関係
統惚 ミス ト, rjli机恨 ミス トおよび触佃を斧む酸性的にJ:る仙物披l吉の粟態究明のための
知見をえるために, pH値を児にする枇恨および亜硫酸浴液に葉をbi山する方法で炎の敵
背をしちべた LAQJl3豪).
第 1勇払では,pH 2.0の帆恨浴液を川い, 第 2リj験 では,pH 2.7の硫恨溶液につけ
た,
どこ-ルポノトに何てたり料の爪炎J:り第2,3,4jlkさをとり, その 1.5gにつき柴の組
織汁液の pHを2し._･lIu止し ､l'-JJ-伽 L,求めた. Tht_iの H2SO.肘掛こよる齢 上.'･は 3(LI,l体からと
った第 2.3,4共につき凋たした. すなわち,磨-/L疏椴 (H2SO.)溶紋にu仏すると,炎
の白化 哉化 褐変化等が起こるので,各築位の兼につき変色した薬の面ntの全3mILi杭に
対する%を調虚し,各薬位の糞の平均佃を求めた.
その結丸 pH2･0の折液･uli-1の頻は pH2.7払三液t1品の腰 より,u･/n時rt.]が 知いにも
かかわらず pHの代 卜が どしく紘`.lflliもIl%も大きかった (第 3表). しかし何れの pH(rl'_T.
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第3袈 作物を異にする場合に卜ける硫酸液,iL弥こよる発の粗雑汁
作 物
舷のpHの低~Fと-TLEの披1ITとの帆掠
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蕪 のpHの 低 下
:ll,5用 硫酸液九秒こよる兼の絶滅汁液のpHの低下と被啓との開床
(il) 1)雛1突堤如ま6月17-18rl(16時間)硫滑液のpTIT210
2)rJ'i2ブヨ恥は7月l-2n(18帖閃)硫慨液のpH 2･7
3)図rf.(〕円敬7-はrl',T3rJjの作物Hl巧
の場合も,作物間において処理による葬の机撤汁舷の pH (柴の pH)の低Fと 被だ楽所
耶%との問に止の相関関係が認められた (節5岡).
3.作物の種頬を異にする場合の亜硫軒溶液および硫酸溶液の葉浸漉処理 ならびに 葉面
散布が葉面披害に及はす影響
第 3突験 として,10月5日,第 1,2実験からイネを 除いた作物に ついて,SO2ガス処
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叩, 硫酸溶液 (pH2.0).耶硫酸溶液 (pfi2.7) の葦の浸硫処理 -T'"よび薬LA-散布を 行な
い, 他叩21]後の葉の被雪面粧,Ji･胡丑した. 被J:]'軒桁調作法は研 1,2r人…験 と 同じであ
る.
硫憶断液および雌硫慨溶液への葉の侵損法,誹椛法は第 1,2実験と同じである.
SO2ガス処和 (I),雛形溶液 (pH2.0)の薬EltL'i地相(Ⅱ), 左同韮TblLl比布 (Ⅲ),-rql硫
醗所轄 (pH2.7)の薬と:用 L処理 (Ⅳ),左同韮而1-LJ(柿 (Ⅴ),の各区の被1手簡両肌%は第 4
表の通 り,紫蘭散布区 (Ⅲ,VLi)の薬の被ヲ掘 状は第 5表の通 I)である.
･1,r4こ長 什物を鼎にする吻合のSO2ガス処理,櫛硫願舷おj:ど
怖二酢硫慨液処理による兼の般背の差罪
被 門 築 両 前 (%)
作 物 I
SO2ガス
也 ilP.
Ⅱ m
硫 慨 液 硫懐液
丁-∴ 晶∴トー
ⅠV V .T虻 の/九州Lir!)壁(記ilFHl放)
1･ト ト 617 1 40･O l 167 71･6 1 3･50J3･02
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3.サソ トウサイ 81.0 86-7
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??
? 40･8 L 3310
43.1 203
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335
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2.65
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0.82
3.63
(7:1-) I:SO23ppm,処刑 年間,11日.1.-141串.光4万 ル ソクス.260C10月3,4日.2LhL
測定の平均乱 発の/jtuulH度 10月4円午前,午後2阿洲定のJIZ均伯OⅡ:10月3日,
地坪5時間,灯:lo月ュ-4n.tHr･IJ"&1rT,Ⅳ:10)J5-6H,処邦4仰臥 Ⅴ:ュo月
1-3F]41TlLliJL机
耶5FI硫慨桁液T't.tび冊硫酸[('I液や耐;欠lFに1る車両のiJk'.fr,も封)このXrq-
1 jlL.･ 1-Ld 離 IL7･ 辞 状
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Flaモ.-?耶船班
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掘皿拡大して不渡形取点
7 フ ダ ン ソ ウ 闇旺(1'Tf.1mm)に拡大
~ 一 一 十 二 :∴ ∴
H2SOs 溶 液
(pH 2.7)散布
l'｣W,褐切
lJjt#,やや拡大
rtJ折(作1-2TITn)拡大
L-]川
日放,白斑拡大
禍HE拡大
褐l:t
白斑,視斑
微細白銑
褐髄拡大
1:丁と'7:研 甥
両蓑から形溶液浸芯処理で, 硫冊溶液t2(LIL-FT_(Ⅱ)は亜硫酸溶液62･.折区 (Ⅳ)に くらべ
てpH値が′｣､さく,浸～t'.[咋胤が良いのに もかかわらず,被矧 舶冊ミ少ないことが認められ
た.また,恨溶紋典L酎比布では,亜他椴溶液炎lb-倣布rXI(Ⅴ)が硫酸新政版布IxL (lfl)よ
りpH値が高 く,散布日数も少ないので枇苫LEl机も被告症状 も軽いことが認められた.な
お SO2ガス処理区では, 第 1歳で被IIの 大きい作物.モど粧譜 (白化)兼両iI.f%が 大きか
った.
作物間において硫酸前液ula'壬および硫酸浴液倣巾とSO2ガス処理rF.との間には 有意の
正の相関姻係が,また,嫡硫頼嗣液浸弧処PJ!′および昨鶴形浴液薬面散布区とSO2ガス処理
区との間にも高い正の柑EWLkl旅が認められた (第 6図,7回).
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第6円 作物間における硫酸処理鞍題とSOEガス処兜披Tfとの開蘇
(il:_) l)硫酸液のPTT2.0 2)l⊃内の解けは群小Rの作物Wrl,i
30
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(柱) I)耶硫慨のPrr2.7 2)0円の蘇り-は窮4衣の作物荷ぢ-
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基軸散布区の柄斑柿状としては,感受性の大きいものに白斑の拡大化す,:)ものが/･Z,く,
(サ1/トウサイ,カブ),感受柑IlからrJtいものに端Hが yvい帆向がある (フ lJソソt-/. ト
マ ト).感受性の収 i)大きいものでは 腰細が 白化,淘変化する (アサガオ,イソゲソ,ソ
ノリ (第5蓑).
感官性の小さいものは, 月別が小さく数も少ない (トウモロコシ),
窮6-Ji 作 物 別 感 受 性
作
I.ト マ ト
2.カ ブ
3 サソトウサイ
4 ダ イ コ ン
5 ソ /､
6,イ ソ ゲ ソ
7.フグt/ソウ
8.ダ イ ,-l'
9 トウ4ロコシ
1()ア サ ガ オ
Ⅱ
Ⅱ
¶I
m
し2)
Ⅱ
Ⅱ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅱ
m
m
Ⅳ
H2SO4処 理 H2SO3処BJ!
#pnkn2･&L閥(3) (4) 鼎許習貯脛,Hhi2.閏雷撃≠( 5) (6) (7) (8)
Ⅱ Ⅱ
Il IV
Ⅰ Ⅰ Ⅰ
Ⅱ ⅠへⅡ Ⅱ
Ⅰ Ⅰ′-Ⅱ Ⅱ
Ⅰ～Ⅱ Ⅱ
Ⅲ Ⅲ
IV m
I竺m l T
JF均
?
??
?
?
?
?
?
??
(蛇) 敵trl.L･性4.日 ,Ⅱ,TU.Ⅳの凧に小となる｡
つぎに薬に対するSO2ガス処FE, 硫恨溶轄浸･tLi処坪, 同案面散布処軌 Ali硫簡溶液浸
液処理および同案面散布処理の薬被害面机%の大小で各作物の感受性の順序を定めると,
第6表のようになる,同義から作物の感受性の順序は処理による差が少なく,概ねソ/こ,
7サガオ>カブ,サソトウサイ> トー,卜 , タ'ィコソ,インゲン>731ンソウ,ダイズ, ト
ウモPコシである.
考 察
近藤 ･菅原 (1978a)は SO2ガスの糞内侵入後節票の発生に いたる経過を 次のように
示した.
.} H20
so2+ H2SO霊 芸 -芸 1-?,-三三 -:;_:器
気孔
二頂化硫掛 ま気孔から投入して水に溶けて H2SO4SO32-.HSO3J,H'となF)藤い制 乍用
を現し,酸化されて H2SO｡となる.
署暮らは栄蕃条件を兄にして育てた水脈 こついて SO2ガス処理を行なった場合,雅の
組織汁液の Eh8(薬の Eh8),PHを低下するが,ガス処理が終了すれば,EhO,pH とLに
I5Ll .I:●PT=研 '/JkLi
上)=(する.この%1台ガス処理前後の EhB値および (気孔rli-]度)/(カス処理前の Eh6)と炎
の被譜兼歯根%との間に密接な関係が認められた 〔馬場 ･酒井 1976a).
作物の種籾を興にした場合における本研究でもSO2ガス処PrjEf後の集の Eh8,pHは低
下するが,ガス処理終了彼,苅び｣二舛すること,また SO2ガス処牡後の EhGおよびpHの
帆 卜とSO2ガス搬出矧 桁も一1-%との臥 ふし孔じ山臥 (/j(Jt孔UH度)/(カス処FJilTlの Eh｡)およ
び (気孔UlnE-)/(カス処理前の pH)とSO2被告腰心根%との胤にそれぞれ密接lJ:LR-豚 が
認められた.
これら両実験を姐Ti:'すると,S02の気孔からの佼人によって薬の Eh伍とpHが低 FL,
So空(H2SO｡,SO｡2-,HSO3-)の椴化で H2SO｡(H十.SO.2-)が生成されて,非の pHの低
卜が大きくなる.この域乱 気孔開度07小さい作物ほど,SO2ガスの侵入が少なく,業の
Eh6および pHの 低 卜が 少なくなる. この際 (琉孔囲度)/(カス処坪前の Eh｡) および
(気孔日日鹿)/(ガス処理紺Jの pH)と丑の敏'PrT軸も.1,96と密接な関係が あることは気イLl渦度
の制に SO2ガス地理前の Eh6やpHの高いことが被害雌減に働 くことをホ駿している.
SO2ガス処理終了後 には H2SO3(SO32-.HSO3~)の酸化に伴って兼の Eh8が上梓し,
pHも援術櫨によって上昇し,もとの伯近 くi,1もどる. この過程て植物体はさまざまな虹
L7-をうけると考えられる.
本研究では,気孔伸度 (ガス処理前)と発の SOヱ披IJLiとの間に密接な関係が認められ,
JjtTL孔開度の大きい作物ほどSO2カノスの気孔からのti人が大きく, 被害の増大を導いてい
ると考えられる.気孔胸朗には 地物 ホルモンのアブシソ恨 (ABA)が 関旅し,一般に
SO2ガス処掛 こよって気孔開度が小さくなるとされている.アブシソ慨の倉見が高い作物
が SO2カス処理された場/J]-, 気孔のtJH度が小さくなl)やすく,SO巳ガス被害か 少なくな
るといわれる (近藤 ･骨原 1978b).本研究てほABA との関係はわからないが,ガス処
理前の気孔開度とSO2披諸兼所領%とJf,'接な関係が あったことから,供試作物の間では
SO2ガス処理後の気孔の開度の減少の似向にBELしては大きな差鬼がなかったのではないか
と,JLIJ)れる.
pH2.7および2.0の硫髄溶掛 こ頻を浸Ihl上した硯EiL,作物間において薬の pHの低 卜と
被告非Lb一肌%との問に緯度な関係が あることは,価酸の菓内侵入が 多いほどpHが低下
し,硫酸イオ'/および低pHて敵潜をうけたことを示している.
SO2ガスの披!Bとしては,水にとけた亜舵椴の!t!I,さらに酸化され生成された硫慨の態
が考えられるれ 硫酸の光出光に対する皆作月=Jは磁机慨の謝 /F用に くらべて1/30で,は
るかに少ないといわれ (Thomas1961),Asadaetal.(1966)は硫願イオンは光燐暇化
反応で ATPの生塵を阻害するといい,一般に硫憶の被IE･も起こるとされている (藤原
1970,日卜添 ･'l:し弓 1975).菅原ら (1978)は二恨化催崩J)倍化の憲とLては鮒胸内誰斬新
の活性の低 F,クPPフィ/レの分解 (フ ェオフィナン化)等かあげられるカ㌧/生成 さ)Lる
硫酸の宵も考えられた.すなわちSO22ppm0.5時閲のガス処FJiで 細胞液の pHは.班
I(.liT値のために0.2の低rJにすぎない. しかし/iL孔から とりこまれた S02は気孔内の他面
に吸着しイオン化して細胞質に移動するが,SO空のかなりの部分は気孔の湿衝,孔辺紬抱
に局在すると思われ その近餅の pHはかなり低 Fするかもしれないと述べている.
本研究では SO210ppm 1時周で pHの(liFは作物によって爽なるが0.1-0.9の胞L)J]
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であったこと (第 1褒)および pHO.1-0.3程度の pHの低下 で も数%の菓面被駕を起
こすこと (第 3蓑)および上記の菅原ら (1978)の指摘するような局部的批敵の浪純化が
起こることも考えられ,硫暇の寄掛こより薬の披繋が,発牛_することが考えられる,
谷LH(1972)は H2SOa離液を水稲の東面に散布し,褐色の斑点の発JLをみたことかわ,
S02は′回J,で水に溶け H2SO3ミス トになり褐斑が生ずるとしたが, 本研究てもH2SO3桝
液および休暇溶液の集面散布でも作物によって白斑,褐軌 -柴･の白化,褐変化が起こるこ
とを認めた.大気し中では,SO2ガスは水分にとけてH2S03の ミス トとなって,植物にとり
こまれ,被晋を及ぼすはかりでなく,S02は紫外線によって慨化され S03となり,さらに
水に溶けて H2SO4 ミス トや惰性の稲になって薬に付着したり, 溝をぬらしたりして楠物
にとりこまれ白EiEや褐斑の発JL 兼の印 ヒ,褐変化を起こさせることになるのであろう.
松岡 (1978)は SO2ガス処理で急性の砧状 (Lj斑)が ガス処理1-2Elで 発現し,初
〕射よこれ以上の日数を要する.また,Ljfu,貼斑いずれも孤L織学的には,亜組織の壊タいこ
よるものであり,白玉脚ま葉内糾胞の内容か,/i■j/)iL脱水収縮するのに対し,褐斑では細目粒質
が槻色になって壊クヒしているという.
SO2敬語としては,光合成閏′書のような不ulL視Ii'と葉面の純憲のような可視rifと/JLけら
れる.S02の鮫晋の先ノト_機作としてii,血舶酸の航惚-の恨化の避退による聴硫恨塩の農
耕 (Thomas1961,勝原 1970),S02から生成されるα-hydrosulfonateの'書 (米丸 1927,
AsadaandKasai1962,Asadaetal.1966,山添 ･夷 弓 1975),α-hydrosulfonateと
同じ型の glyoxalatebisulphideの害 (Tanakaetal.1972),加硫慨による RuDPカル
ボオキシラーゼの病性の馴害 し谷出沢ら 1972,Ziegler1972),光学系Ⅱと non-cyclicの
光燐倍化反応の阻害 (島崎ら 1978),低 pHで0)有益な HS03の不可逆的変化による典
紘:31,言の破壊 (Puckettetal.1973,TilrkandWirth1975),SO:による光学系 Ⅱの'JiT一
伝達奴応の阻憲より時nEIL伯勺におくれて起こる尭鮎崩のブ')-チソグ (島崎 ･菅原 1978),
低分子化合物による亜硫酸の硫慨への恨化 (近藤 ･菅原 1978b)などが あげられる.普
た,さらに摂取した S02により酸性化した兼鮎体盆山の変質 ･分解,ついて光の照射に
よる葉緑体袈自複合体の分解促進が指摘されている (松岡 1978).
最近では1日lA硫酸の恨化の蓮錘反応中に生ずるスーパーオキシ ド(02~),ノ､イ トロサヤシ
ルラジカル(HO).HSO3ラジカルによる生体物質の酸化(浅凹 1976)も江口を.JtL､ている.
これら慨化のLk応過程で聴緑崩の分解等決定的被鞘をうけるのであろう.Lたがって酸
性化の進展によるH2S04の蓄il'とpHの低 卜による被卦 L H2SO｡の酸化に伴う被:JTに
くらべて小さいが,光二⊥すると考えられる.
また SO2力､ス敏苗の場合には TtlrkandWirth(1975)か認めた J:うに,7氾批慨の恨
化に伴うpHの低下によって披TL'･が増人することになるとJ;-えられる.本研究ても作物rl.]
において SO2ガスtJl,:I.r.'が pHの低fでJIYlju目したこ一二も, この･hJ三を火ィ､巨ナているように
,ILJ?れる (第 4図).
摘 要
作物の威即による二恨化疏 1!購打Iの差1℃-ならびにその被辺の発/+A.機作,とくに集札L掛 こ
おける琉酸潜fL'tの役ti'帖 明らかにするために !Jも孔f)lrj虻,葉の糾織目散の Eh6と pHの州
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走を行なった.その結果の概要は次の通 りである,
1) 作物-LIFこおいて,薬のZ^1才Lljfl鹿 (浸潤指数).(なけL側腔)/(SO2ガス処理前の非の
糾札汁液の Eh6) および (気孔L制空)/(SO三ガス池臥 爪の基のaL純汁液の pH) とSO之に
よる葉の甘.7両机%との間に懲接な開帳が.iLIBJ.めら:ltた.
2) 作物ItiJにふいて,SO2ガスによる鹿の組織汁液の Eh｡fb.よひ pHの低下とSO空に
よる英の被せf血ftl(%とのHt.Uに密接な帆係れ ;',LJ.められた.
3) 以上の結果から, 作物間において 気孔胤 との大きいことは SO2ガスの 柴/a.1とり
こ人を多 くし, ひいて集の如拙汁液の Eh8および pH の低 卜を著しくして薬の SO2被告
を大きくすると考えた. この際 SOZガス処Pl=偶の某の糾織汁液の Eh｡および pH の高い
ことは,SO2ガス処理によるEh(.および pHのfltFを少なくして,SO巳による共の披悪を
軒減するのに役立つと考えられる.
4) 作物HUにおいて,薬を硫恨溶液 (pH2.0kよび 2.7)に 昆漬した 場 合,杭酸の吸
収にfF-う非の机紙汁敗の pH の低下に平行 して康cj触 .`佃 (rlr1-が増大すること, この際 pH
0.20粒度の pH の低下でも膳の被告か発｣二することか認められた.
5) 作物閲において,薬の机酸溶液 (pH 2,0)および ･旧棚 鮒 i液 (pH 2.7)u仏処理
による兼の 被書架r7日一桁9(a/上SO2ガスにJ:る兼の 枇'li虚血i'i･%とのJ抑こ鰭抜な相関閥族/J'･
,溜められた, また,硫恨溶液 (pH 2.0)ふよび瓜硫恨溶醸 (pH 2.7)の薮面散布にJ:る
声軒動勘郎i.1'%とSO2ガスによる薬LT)被告葉蘭情%との問にも据はな州L-nt那 Fが 認めら,iLJ_/･-.
作Jl如ulのこ′さしら地BJiにJ:る葉の披紬巾机%のJr折付は.bぶしわ,ソ/＼,アサカオカフ,サ
1/ トウサイ> トマ ト, タ1コソ,イ ンゲソ> フメソソウ, タ1ズ> トウモ ロコシの順佃 こ
小さくなった.
以上Or沌l;某は,作物皿においてil,.硫恨Jo･よひ硫慨の枇'.JITと7r用と椴ガスの被告との間に密
接な肌続のあることを'Jミ唆Lている.
6)SO2カス,その水に溶けたAtilメ乙憎は腰にとりこま,h.て葉の pH を拡下するばかりで
なく了 舶硫椴の酸化に1って兼別紙の硫慨の挑鑑別 :jめて薬の pH を低下 L,H2SO.鵬也
の純絹を推しくする.また,大気中の硫憤酸性溶紋 (硫恨 ミス ト,硫冊憶性1;J')も薬にと
りこま,3丸て非組織U_)硫恨此度をIYI人 し,柴の被L;iTを起こさせると考えられる.
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